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▼
一
冊
の
ノ
ン
フ

ィ
ク
シ
ョ
ン
が
国
を

動
か
し
た
証
し
と
し

て
そ
の
日
、
朝
日
が

一
面
で
報
じ
た
「
緩

和
ケ
ア
腎
不
全
も
」

の
記
事
を
切
り
抜
き
、

堀
川
惠
子
著
「
透
析

を
止
め
た
日
」
に
挟
ん
だ
。
同
書

に
綴
ら
れ
た
著
者
夫
君
の
闘
病
記

は
壮
絶
で
、
患
者
の
苦
悶
と
医
療

ビ
ジ
ネ
ス
の
相
関
を
暴
い
た
点
も

出
色
だ
。「
僕
は
ね
、
自
分
の
命
を

他
人
が
握
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

が
耐
え
ら
れ
な
い
」
と
い
う
夫
君

の
一
言
に
刺
さ
れ
、
生
ま
れ
て
か

ら
死
に
臨
む
瞬
間
ま
で
、
選
択
す

る
こ
と
を
手
放
さ
ず
に
す
む
社
会

で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
共
感
以
上
の

思
い
を
抱
い
た
。
社
会
は
最
期
の

選
択
に
応
え
ら
れ
て
い
る
だ
ろ
う

か
。 

　

▼
い
つ
も
買
う
コ
ー
ヒ
ー
の
粉

が
店
頭
か
ら
消
え
、
別
の
ス
ー
パ

ー
で
は
９
０
０
円
が
１
５
０
０
円

に
値
上
が
り
し
て
い
て
買
う
の
を

や
め
た
。
コ
ー
ヒ
ー
は
気
候
変
動

な
ど
で
生
産
量
が
減
り
２
０
５
０

年
問
題
も
語
ら
れ
る
中
、
毎
朝
の

カ
フ
ェ
オ
レ
を
ひ
と
休
み
す
る
こ

と
に
。
残
念
な
の
は
大
幅
な
価
格

上
昇
よ
り
、
低
い
食
料
自
給
率
が

輸
入
品
の
高
騰
や
入
手
困
難
に
直

結
す
る
日
本
の
脆
弱
さ
を
感
じ
ず

に
は
い
ら
れ
な
い
こ
と
。
翌
朝
か

ら
ほ
う
じ
茶
ラ
テ
に
し
た
。
同
じ

日
に
玄
米
を
焙ば
い

煎せ
ん

し
た
玄
米
コ
ー

ヒ
ー
を
初
め
て
味
わ
っ
た
。
見
た

目
も
味
も
コ
ー
ヒ
ー
に
き
わ
め
て

近
い
ノ
ン
カ
フ
ェ
イ
ン
健
康
飲
料

と
聞
い
た
。
ほ
う
じ
茶
も
玄
米
も

国
産
品
で
あ
る
こ
と
に
コ
コ
ロ
が

少
し
ホ
ッ
と
し
た
。 

★次号にご期待➡タイの大学生がニュータウンを視察



　

今
年
４
月
、
桃
山
学
院
大
学

は
工
学
部
を
開
設
す
る
。
同
大

学
で
初
め
て
の
理
系
学
部
で
南

大
阪
初
の
私
立
工
学
部
と
な
る
。

入
学
定
員
は
１
６
０
人
。
教
員

1
人
に
対
し
学
生
17
人
の
関
西

私
大
工
学
部
の
な
か
で
も
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
少
人
数
制
で
き
め

細
や
か
な
指
導
を
行
う
。

　

桃
大
工
学
部
の
特
長
は
、
企

業
や
行
政
な
ど
関
西
最
大
級
の

産
学
官
連
携
に
よ
り
実
践
的
な

学
び
が
で
き
る
こ
と
。
専
門
的

な
工
学
知
識
に
加
え
、
専
攻
に

テ
ス
ト
利
用
入
試
に
お
い
て
成

績
優
秀
者
給
付
型
奨
学
金
を
設

置
す
る
。
５
教
科
型
入
試
得
点

率
60
％
以
上
で
１
年
次
の
学
費

（
入
学
金
＋
年
間
授
業
料
）
の

全
額
相
当
額（
約
１
６
０
万
円
）、

４
科
目
型
入
試
得
点
率
60
％
以

上
で
同
半
額
相
当
額
（
約
80
万

円
）
を
給
付
す
る
。
詳
細
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
。 

〔
髙
見
〕

泉
市
が
、
地
域
内
で
物
を
譲
っ

た
り
も
ら
っ
た
り
で
き
る
掲
示

板
サ
イ
ト
「
ジ
モ
テ
ィ
ー
」
と

リ
ユ
ー
ス
に
係
る
協
定
を
締
結

し
、官
民
連
携
で
不
要
品
回
収
、

譲
渡
の
場
と
し
て
開
設
し
た
。

　

家
庭
の
不
要
品
を
予
約
な
し

で
直
接
持
ち
込
み
が
で
き
無
料

で
引
き
取
っ
て
く
れ
る
。
引
き

取
ら
れ
た
物
は
店
内
に
陳
列
さ

れ
、
必
要
と
し
て
い
る
人
に
譲

渡
（
無
料
・
有
償
）
さ
れ
る
。

リ
ユ
ー
ス
の
新
し
い
拠
点
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
て
、「
リ
ユ
ー

ス
の
促
進
に
つ
な
が
れ
ば
」
と

和
泉
市
の
担
当
者
は
話
す
。

　

持
ち
込
め
る
物
は
、
家
電
、

趣
味
・
ス
ポ
ー
ツ
用
品
、
子
ど

も
用
品
、
家
具
（
大
き
さ
の
制

限
あ
り
）、
衣
料
品
な
ど
。
た
だ

し
、
リ
ユ
ー
ス
で
き
る
状
態
の

物
に
限
る
。
リ
サ
イ
ク
ル
家
電

や
自
転
車
な
ど
持
ち
込
め
な
い

も
の
も
あ
る
の
で
事
前
に
確
認

を
。
ジ
モ
テ
ィ
ー
の
サ
イ
ト
で

入
荷
情
報
を
確
認
で
き
る
。

　

問
い
合
わ
せ
＝
０
７
０
・
４

３
８
６
・
８
０
２
０
。
平
日
10

情
報
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き

る
か
ら
。
毎
日
の
歩
数
や
体
重

入
力
な
ど
で
ポ
イ
ン
ト
を
た
め

る
こ
と
が
で
き
、
全
体
順
位
も

出
る
の
で
目
標
が
立
て
や
す
い
。

ポ
イ
ン
ト
は
南
海
泉
北
線
各
駅

か
ら
の
デ
ジ
タ
ル
切
符
や
南
海

バ
ス
サ
ー
ビ
ス
券
、
泉
ケ
丘
駅

や
周
辺
エ
リ
ア
の
対
象
店
舗
、

施
設
で
使
用
で
き
る
割
引
ク
ー

ポ
ン
に
交
換
で
き
る
。
ま
た
、

泉
北
の
イ
ベ
ン
ト
や
健
康
に
関

す
る
情
報
も
ア
プ
リ
内
に
届
く
。

担
当
者
の
ま
っ
ち
ゃ
ん
、
も
も

ち
ゃ
ん
か
ら
の
お
便
り
を
楽
し

み
に
し
て
い
る
人
も
。

　

ア
プ
リ
の
操
作
は
簡
単
だ
が
、

わ
か
ら
な
い
こ
と
は
月
１
回
の

へ
る
す
ま
ー
と
泉
北
お
困
り
ご

と
相
談
会
（
次
回
：
１
月
26
日

10
時
〜
12
時
と
２
時
〜
４
時
、

泉
ヶ
丘
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
４
階
第

１
集
会
室
）
や
、
ド
コ
モ
シ
ョ

ッ
プ
（
泉
ケ
丘
店
・
光
明
池
店
・

深
井
店
・
中
百
舌
鳥
店
）
で
も

登
録
の
仕
方
な
ど
を
対
面
で
サ

　

南
海
電
鉄
が
運
営
す
る
、
地

域
密
着
型
の
歩
数
計
ア
プ
リ「
へ

る
す
ま
ー
と
泉
北
」。
無
料
で
利

用
で
き
、
泉
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

住
民
の
約
10
人
に
１
人
（
約
１

万
４
千
人
）が
登
録
し
て
い
る
。

　

同
ア
プ
リ
が
根
強
い
人
気
を

得
て
い
る
の
は
、
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
で
手
軽
に
健
康
管
理
が
で

き
、
加
え
て
お
得
な
特
典
や
泉

北
で
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
や
健
康

ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
の
で
安
心
。

　

３
月
31
日
ま
で
の
新
規
加
入

で
５
０
０
ポ
イ
ン
ト
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
。
た
だ
し
、
ポ
イ
ン
ト
獲

得
に
は
招
待
コ
ー
ド
「
Ｕ
Ｓ
Ｂ

Ｋ
２
５
０
６
Ｅ
９
」
を
必
ず
入

力
。
家
族
や
友
人
か
ら
の
招
待

の
場
合
は
招
待
し
た
人
に
１
０

０
ポ
イ
ン
ト
を
進
呈
。

　

問
い
合
わ
せ
＝
０
７
２
・
２

９
５
・
７
１
２
１
（
南
海
電
鉄

泉
北
事
業
部
平

日
10
時
〜
５
時
）。

 

〔
髙
見
〕

時
〜
夜
６
時
。

土
日
祝
10
時
〜

夜
８
時
。〔
髙
見
〕

抜
制
）
の
ほ
か
、
連
携
企
業
等

か
ら
提
供
さ
れ
た
課
題
解
決
や

新
し
い
価
値
の
創
造
に
取
り
組

む
。
25
年
３
月
に
は
大
阪
公
立

大
学
工
学
部
・
大
学
院
工
学
研

究
科
と
連
携
協
定
を
結
ん
だ
。

　

ま
た
現
在
、
和
泉
キ
ャ
ン
パ

ス
で
は
地
上
５
階
建
て
、
約
５

６
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
の
工
学

部
新
棟
を
建
設
中
で
、
も
の
づ

く
り
工
房
や
各
種
実
験
室
を
は

じ
め
工
学
の
学
び
を
支
え
る
施

設
・
機
器
が
整
備
さ
れ
る
予
定
。

　

工
学
部
で
は
大
学
入
学
共
通

関
わ
ら
ず
全
員
が
「
情
報
・
デ

ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
」、「
ビ
ジ
ネ

ス
」
を
学
び
、「
技
術
と
実
践
力

で
切
り
拓
く
、
新
時
代
の
エ
ン

ジ
ニ
ア
の
育
成
」
を
目
指
す
。

　

専
攻（
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
・

電
気
電
子
シ
ス
テ
ム
工
学
・
都

市
デ
ザ
イ
ン
工
学
）
に
分
か
れ

る
の
は
２
年
次
か
ら
。
１
年
次

は
工
学
の
基
礎
の
ほ
か
企
業
見

学
や
企
業
と
連
携
し
た
授
業
な

ど
幅
広
く
学
ぶ
。３
年
次
に
は
、

企
業
で
給
与
を
得
な
が
ら
学
ぶ

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
選
考
選

　

和
泉
中
央
駅
直
結
の
エ
コ
ー

ル
・
い
ず
み
ア
ム
ゼ
モ
ー
ル
1

階
に
「
ジ
モ
テ
ィ
ー
ス
ポ
ッ
ト

和
泉
」
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
和



性
で
公
園
作
り
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。
今
年
８
月
に
Ｃ
Ｏ
Ｐ
17

の
国
際
会
議
を
予
定
。
世
界
中

か
ら
８
千
人
が
集
ま
る
。
そ
の

先
駆
け
と
し
て
、
日
本
で
も
類

の
な
い
泉
北
の
緑
道
を
参
考
に

し
よ
う
と
見
学
に
訪
れ
た
。

　

11
月
20
日
、
大
蓮
公
園
を
出

発
。
泉
北
が
昔
、
須
恵
器
生
産

地
だ
っ
た
登
り
窯
の
跡
地
を
見

学
。
隣
接
す
る
泉
ヶ
丘
公
園
事

務
所
の
職
員
が
総
出
で
迎
え
、

握
手
を
交
わ
し
た
。

　

鉄
道
を
ま
た
ぐ
松
城
橋
で
は

紅
葉
の
眺
め
が
絶
景
で
、
視
察

団
は
写
真
を
撮
り
合
っ
て
い
た
。

近
く
の
空
き
地
で
は
記
念
に
ヒ

ガ
ン
バ
ナ
の
球
根
を
植
え
た
。

緑
道
沿
い
の
桜
並
木
が
ク
ビ
ア

カ
で
枯
れ
か
か
っ
て
い
る
こ
と

　

大
蓮
公
園
か
ら
宮
山
台
の
梅

林
の
区
間
を
緑
道
の
モ
デ
ル
コ

ー
ス
に
し
よ
う
と
取
り
組
ん
で

い
る
「
泉
北
・
緑
道
の
会
」
が
、

モ
ン
ゴ
ル
政
府
の
高
官
４
人
と

通
訳
１
人
を
こ
の
ほ
ど
泉
北
に

招
い
た
。
全
員
女
性
の
国
立
公

園
の
幹
部
。
同
公
園
は
15
年
前

か
ら
着
工
さ
れ
、
所
長
は
当
初

か
ら
女
性
を
任
命
。
柔
軟
な
感

に
驚
い
て
い
た
。

　

梅
林
近
く
で
花
の
土
作
り
か

ら
苗
を
育
て
て
い
る
花
ボ
ラ
の

仲
間
た
ち
が
大
歓
迎
。
作
業
工

程
の
説
明
を
受
け
、
視
察
団
は

興
味
深
く
熱
心
に
聞
き
入
っ
て

い
た
。
最
後
は
多
治
速
比
売
神

社
で
参
拝
。
モ
ン
ゴ
ル
で
は
神

社
と
い
う
も
の
が
な
い
の
で
、

珍
し
い
の
だ
そ
う
。

　

翌
日
は
狭
山
池
を
視
察
し
、

ダ
ム
池
に
な
っ
た
経
緯
を
聞
い

た
。
管
理
運
営
に
住
民
の
協
力

が
あ
る
こ
と
に
感
心
し
て
い
た
。

視
察
団
の
所
長
は
泉
北
の
花
ボ

ラ
活
動
や
狭
山
池
の
ボ
ラ
ン
タ

リ
ー
な
ど
、
市
民
参
加
を
モ
ン

ゴ
ル
で
も
生
か
し
た
い
、
ま
た

Ｃ
Ｏ
Ｐ
17
の
国
際
会
議
で
も
発

表
し
た
い
、
と
語
っ
て
い
た
。 

 

〔
さ
ら
が
い
〕

　
　
　
　
　
　
　
　

「
す
ず
か

　
　
　
　
　
　
　
　

け
塾
」
を

27
日
２
時
〜
、
庭
代
台
１
丁
の

「
ぽ
ら
ん
の
ひ
ろ
ば
」で
開
催
。

テ
ー
マ
は
「
日
本
の
絶
景

－

全

国
の
仏
像
を
巡
る　

阿
弥
陀
三

尊
・
弥
勒
菩
薩
半
跏
思
惟
像
」。

講
師
は
北
村
修
治
さ
ん
。
参
加

費
千
円
（
茶
菓
子
つ
き
）。
少

人
数
予
約
制
。

　

21
日
９
時
半
〜
和
泉
シ
テ
ィ

プ
ラ
ザ
で
「
翡ひ

す
い翠

20
の
会
」
の

歴
史
講
座
。
テ
ー
マ
は
「
銭
屋

五
兵
衛
と
北
前
船
の
寄
港
地　

荒
波
越
え
た
男
た
ち
の
夢
が
紡

い
だ
」。

　

申
し
込
み
と
問
い
合
わ
せ
は

北
村
さ
ん
０
９
０
・
４
３
０
９
・

４
７
５
８



　

家
庭
内
で
使
用
さ
れ
る
バ
ッ

テ
リ
ー
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
の
充
電
用
の

モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
、
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
に
内
蔵
さ
れ
て
い

る
電
池
、コ
ー
ド
レ
ス
掃
除
機
、

電
動
工
具
、ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
、

ワ
イ
ヤ
レ
ス
イ
ヤ
ホ
ン
、
携
帯

　

11
月
９
日
、
唐
国
町
３
丁
目

の
商
業
施
設
内
の
店
舗
で
乾
電

池
70
本
（
約
10
万
円
相
当
）
が

盗
ま
れ
た
。

　

11
月
10
日
夜
、
い
ぶ
き
野
５

丁
目
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
駐
輪
場

に
止
め
て
い
た
10
代
男
性
の
自

用
扇
風
機
、
ス
マ
ー
ト
ウ
ォ
ッ

チ
な
ど
）
に
は
リ
チ
ウ
ム
電
池

が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら

が
原
因
の
火
災
が
近
年
増
加
中
。

取
り
扱
い
を
誤
る
と
リ
チ
ウ
ム

イ
オ
ン
電
池
の
破
損
な
ど
に
よ

り
発
熱
・
発
火
の
事
故
に
つ
な

が
る
。

　

不
要
と
な
っ
た
リ
チ
ウ
ム
イ

オ
ン
電
池
や
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ

リ
ー
な
ど
は
、
一
般
ご
み
と
一

緒
に
破
棄
す
る
と
ゴ
ミ
収
集
車

の
中
で
リ
チ
ウ
ム
電
池
が
圧
縮

さ
れ
内
部
で
シ
ョ
ー
ト
し
火
災

の
原
因
に
も
な
り
大
変
危
険
。

破
棄
す
る
場
合
は
、
各
自
治
体

の
指
定
す
る
小
型
充
電
式
電
池

の
回
収
場
所
へ
。

　

和
泉
市
で
の
昨
年
１
月
〜
11

　

11
月
15
日
午
前
、
あ
ゆ
み
野

４
丁
目
の
商
業
施
設
内
の
店
舗

で
セ
ー
タ
ー
３
着
（
約
２
万
３

千
円
相
当
）
が
盗
ま
れ
た
。

月
現
在
の
火
災
件
数
は
29
件

で
、
こ
の
内
２
件
が
リ
チ
ウ

ム
イ
オ
ン
電
池
が
原
因
。
同

市
で
は
11
月
４
日
か
ら
和
泉

市
役
所
・
和
泉
シ
テ
ィ
プ
ラ

ザ
内
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・

和
泉
市
北
部
リ
ー
ジ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
・
和
泉
市
南
部
リ
ー

ジ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
、
リ
チ

ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
等
回
収
ボ

ッ
ク
ス
を
設
置
し
て
い
る
。 

 

〔
松
林
〕

　

11
月
18
日
昼
、
和
泉
市
内
の

住
民
の
携
帯
電
話
に
警
視
庁
の

警
察
官
を
か
た
る
男
か
ら
「
○

○
さ
ん
の
電
話
で
す
か
。
宮
城

県
に
心
当
た
り
は
な
い
で
す
か
。

一
人
に
な
れ
ま
す
か
」
と
不
審

な
電
話
が
あ
り
、
そ
れ
を
断
る

と
「
強
制
連
行
さ
れ
ま
す
よ
」

と
脅
さ
れ
た
。
詐
欺
の
犯
人
は

わ
ざ
と
焦
ら
せ
る
よ
う
な
こ
と

を
言
い
個
人
情
報
を
聞
き
出
し

た
り
、
お
金
を
振
り
込
ま
せ
よ

う
と
す
る
。
和
泉
署
は
安
ま
ち

メ
ー
ル
を
配
信
し
注
意
を
呼
び

か
け
た
。

　

11
月
11
日
昼
、
伏
屋
町
の
住

民
宅
に
、
警
視
庁
の
警
察
官
コ

ン
ド
ウ
を
名
乗
る
男
か
ら
電
話

が
あ
り
「
あ
な
た
の
口
座
が
事

件
で
使
わ
れ
て
い
る
。
東
京
で

逮
捕
し
た
犯
人
の
リ
ス
ト
に
あ

な
た
の
名
前
が
載
っ
て
い
る
。

被
疑
者
と
し
て
疑
わ
れ
て
い
る

の
で
捜
査
に
協
力
し
て
ほ
し
い
」

な
ど
と
言
わ
れ
個
人
情
報
を
聞

か
れ
た
。

　

11
月
13
日
午
前
、
は
つ
が
野

の
住
民
宅
に
、
厚
生
労
働
省
の

職
員
を
か
た
る
女
の
自
動
音
声

で
「
係
に
つ
な
ぐ
の
で
１
番
を

押
し
て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ

１
番
を
押
す
と
、
シ
マ
ダ
と
い

う
男
に
代
わ
り
「
保
険
の
不
正

請
求
が
あ
る
の
で
電
話
し
た
。

被
害
届
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

香
川
県
警
に
つ
な
ぎ
ま
す
」
と

言
っ
た
。
次
に
香
川
県
警
捜
査

二
課
の
ナ
カ
ム
ラ
に
代
わ
り
、

「
今
か
ら
録
音
し
ま
す
。
今
１

人
で
す
か
」
な
ど
と
言
う
不
審

な
電
話
が
あ
っ
た
。

転
車
の
部
品
（
空
気
を
入
れ
る

部
分
）
が
盗
ま
れ
た
。

　

11
月
23
日
昼
、
三
原
台
３
丁

の
公
園
で
60
代
女
性
が
自
転
車

を
止
め
、
約
40
分
そ
の
場
を
離

れ
て
い
た
間
に
、
前
か
ご
に
入

れ
て
い
た
バ
ッ
グ
（
財
布
な
ど

在
中
）
が
盗
ま
れ
た
。

　

11
月
15
日
昼
、
南
区
内
の
高

齢
者
宅
に
不
審
な
電
話
。
大
手

金
融
機
関
の
職
員
を
か
た
る
女

が
「
銀
行
の
カ
ー
ド
を
落
と
し

て
い
な
い
か
」
な
ど
と
聞
い
て

き
た
。

　

11
月
28
日
、
御
池
台
４
丁
の

50
代
男
性
が
管
理
す
る
空
き
家

で
、
庭
の
剪せ

ん

定
作
業
を
す
る
人

か
ら
「
窓
ガ
ラ
ス
が
割
ら
れ
て

い
る
」
と
通
報
を
受
け
警
察
に

連
絡
。
12
月
１
日
、
男
性
が
約

７
か
月
ぶ
り
に
訪
れ
る
と
、
室

内
が
物
色
さ
れ
た
形
跡
が
あ
っ

た
。

　

12
月
１
日
昼
、
赤
坂
台
５
丁

の
空
き
家
に
、
管
理
す
る
60
代

男
性
が
約
３
か
月
ぶ
り
に
訪
れ

る
と
、
門
扉
が
開
い
て
縁
側
の

雨
戸
が
開
け
ら
れ
、
内
側
の
ガ

ラ
ス
が
割
ら
れ
て
い
た
。
室
内

は
物
色
さ
れ
た
形
跡
が
あ
っ
た
。

＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
 

　

毎
年
１
月
10
日
は
１
１
０
番

の
日
。
１
１
０
番
通
報
は
、
事

件
・
事
故
を
見
た
り
聞
い
た
り

し
た
場
合
の
緊
急
通
報
手
段
。

適
切
な
１
１
０
番
の
利
用
を
呼

び
か
け
る
た
め
、
南
堺
署
で
は

10
日
10
時
〜
パ
ン
ジ
ョ
２
階
光

の
広
場
で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行

う
。
南
区
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
み
み
ち
ゃ
ん
と
共
に
啓
発

品
を
配
布
す
る
。

　

緊
急
時
以
外
の
警
察
へ
の
意

見
や
相
談
は
♯
９
１
１
０
へ
。

　

11
月
22
日
頃
、
鴨
谷
台
１
丁

　

12
月
１
日
昼
、
和
田
の
病
院

の
駐
輪
場
に
無
施
錠
で
止
め
て

い
た
50
代
男
性
の
自
転
車
が
盗

ま
れ
た
。

の
団
地
内
の
駐
輪
場
に
施
錠
し

て
止
め
て
い
た
10
代
男
性
の
バ

イ
ク
が
盗
ま
れ
た
。

　

11
月
24
日
頃
、
鴨
谷
台
１
丁

の
団
地
内
の
駐
輪
場
に
施
錠
し

て
止
め
て
い
た
10
代
男
性
の
原

付
バ
イ
ク
が
盗
ま
れ
た
。

　

11
月
24
日
頃
、
槇
塚
台
１
丁

の
団
地
内
の
駐
輪
場
に
施
錠
し

て
止
め
て
い
た
10
代
女
性
の
原

付
バ
イ
ク
が
盗
ま
れ
た
。

　

11
月
25
日
頃
、
鴨
谷
台
３
丁

の
団
地
内
の
駐
輪
場
に
施
錠
し

て
止
め
て
い
た
50
代
男
性
の
バ

イ
ク
が
盗
ま
れ
た
。

　

11
月
25
日
頃
、
桃
山
台
１
丁

の
団
地
内
の
駐
輪
場
に
施
錠
し

て
止
め
て
い
た
30
代
男
性
の
原

付
バ
イ
ク
が
盗
ま
れ
た
。

　

12
月
上
旬
の
午
前
、
豊
田
で

40
代
女
性
が
車
を
運
転
中
、
前

を
走
行
し
て
い
た
車
が
左
折
し

よ
う
と
し
た
際
に
右
側
に
ふ
く

ら
ん
だ
後
に
左
折
を
始
め
た
た

め
、
前
車
に
追
突
し
た
。

　

南
堺
署
交
通
課
に
よ
る
と
、

最
近
は
、
左
折
の
際
の
ル
ー
ル

が
守
ら
れ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が

多
く
み
ら
れ
る
と
い
う
。「
左
折

す
る
際
は
あ
ら
か
じ
め
左
側
に

寄
っ
て
か
ら
左
折
す
る
よ
う
に

道
路
交
通
法
で
定
め
ら
れ
て
い

　

10
月
29
日
夜
、
伏
屋
町
で
40

代
男
性
が
自
転
車
で
走
行
中
に

軽
四
自
動
車
と
接
触
し
手
足
に

ケ
ガ
を
し
た
。

る
」
と
し
て
注
意
を
呼
び
か
け

て
い
る
。

　

12
月
上
旬
の
午
前
、
三
原
台

で
80
代
男
性
が
車
を
運
転
中
、

右
折
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、

右
折
先
か
ら
後
退
し
て
き
た
車

に
接
触
し
た
。
軽
傷
。

　
　



　

庭
代
台
地
域
会
館
で
開
催
し

て
い
る
「
庭
代
台
ニ
コ
ニ
コ
文

庫
」
が
、
開
設
45
周
年
の
記
念

誌
「
お
ば
ち
ゃ
ん
ま
た
き
た
よ

Ⅳ
」
を
発
行
し
た
。
１
９
８
０

年
か
ら
始
ま
っ
た
家
庭
文
庫
の

終
了
記
念
誌
が
第
１
号
。
そ
の

後
10
年
ご
と
に
記
念
誌
を
発
行

し
、
今
号
が
５
冊
目
。

　

同
文
庫
は
「
本
を
き
っ
か
け

に
子
ど
も
や
親
の
交
流
の
場
を

広
げ
よ
う
」
と
始
ま
り
、
地
域

の
お
母
さ
ん
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

子
ど
も
を
見
守
る
「
あ
た
た
か

い
居
場
所
」
と
し
て
続
い
て
い

る
。

　

１
年
が
か
り
で
２
０
１
６
年

か
ら
の
10
年
分
の
出
来
事
や
写

真
を
、
Ａ
４
サ
イ
ズ
40
ペ
ー
ジ

に
ぎ
っ
し
り
と
ま
と
め
た
。
原

稿
作
成
や
編
集
、
製
本
作
業
も

ス
タ
ッ
フ
全
員
で
行
っ
た
。

　

子
ど
も
祭
り
や
ク
リ
ス
マ
ス

会
、
庭
代
台
小
・
庭
代
台
中
で

の
活
動
の
様
子
な
ど
を
、
思
い

出
の
ア
ル
バ
ム
と
し
て
カ
ラ
ー

写
真
で
掲
載
。
２
か
月
に
一
度

発
行
を
続
け
て
い
る
文
庫
だ
よ

り
「
か
く
れ
ん
ぼ
」
が
２
０
２

２
年
に
１
０
０
号
を
迎
え
た
こ

と
、
２
０
２
３
年
に
堺
市

教
育
会
か
ら
表
彰
さ
れ
た

こ
と
な
ど
、
10
年
間
の
出

来
事
が
記
さ
れ
て
い
る
。

楽
し
い
思
い
出
と
共
に
、

コ
ロ
ナ
禍
や
連
合
自
治
会

か
ら
の
助
成
金
の
打
ち
切

り
な
ど
の
活
動
の
危
機
も

載
せ
た
。

　

ま
た
同
文
庫
の
始
ま
り

や
４
回
の
引
っ
越
し
の
こ

と
、
45
年
間
の
あ
ゆ
み
の

年
表
、
運
営
に
関
わ
っ
た

人
か
ら
の
感
想
も
。
そ
し

て
最
後
に
11
人
の
ス
タ
ッ

フ
か
ら
の
愛
情
あ
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
締
め
く
く
っ
て

い
る
。

　

10
月
26
日
、「
第
17
回
は
つ
が

野
祭
り
２
０
２
５
」
が
青
葉
は

つ
が
野
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

開
催
さ
れ
た
。
青
葉
は
つ
が
野

小
学
校
が
創
立
20
周
年
を
迎
え

た
こ
と
に
際
し
て
、
当
日
は
記

念
行
事
も
行
わ
れ
10
周
年
時
に

埋
め
ら
れ
た
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル

が
開
封
さ
れ
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
キ
ッ
ズ
ダ
ン

ス
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
歌
、
南
池

田
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
な

ど
で
会
場
を
盛
り
上
げ
た
。
市

内
人
気
店
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
や

飲
食
ブ
ー
ス
、
子
ど
も
た
ち
が

楽
し
め
る
ゲ
ー
ム
・
体
験
ブ
ー

ス
が
会
場
い
っ
ぱ
い
に
集
ま
り

活
気
づ
い
て
い
た
。
中
で
も
高

所
作
業
車
の
乗
車
体
験
が
で
き

る
「
は
つ
が
野
ス
カ
イ
ア
ド
ベ

ン
チ
ャ
ー
」
は
長
蛇
の
列
が
で

き
る
ほ
ど
人
気
だ
っ
た
。

　

子
ど
も
か
ら
年
配
の
人
ま
で

幅
広
い
世
代
が
集
ま
り
、
地
域

で
の
交
流
を
深
め
た
。「
来
年
も

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」
と
来

場
者
が
笑
顔
で
語
っ
て
く
れ
た
。

 

〔
髙
見
〕

　

「
昔
こ
こ
へ
通
っ
て
い
た
子

ど
も
が
お
母
さ
ん
に
な
っ
て
、

自
分
の
子
ど
も
を
連
れ
て
き
て

く
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。親
・

子
・
孫
と
三
世
代
が
集
う
文
庫

と
な
り
感
慨
深
い
で
す
。
い
ろ

い
ろ
な
人
と
の
出
会
い
が
原
動

力
に
な
っ
て
い
ま
す
」
と
栄
さ
か
え

田た

鶴づ

子こ

さ
ん
。
第
２
・
４
土
曜
日

10
時
〜
12
時
、
庭
代
台
地
域
会

館
で
。 

〔
冨
尾
〕

　

11
月
12
日
夕
方
、
万
町
で
80

代
女
性
が
中
性
洗
剤
を
誤
飲
し

救
急
要
請
。

　

11
月
２
日
夕
方
、
伏
屋
町
で

60
代
男
性
が
自
転
車
で
走
行
中

に
転
び
顔
面
と
手
足
に
ケ
ガ
。

　

11
月
２
日
夜
、
い
ぶ
き
野
で

30
代
男
性
が
１
２
５
㏄
バ
イ
ク

で
走
行
中
に
転
倒
し
軽
傷
。

　

11
月
３
日
昼
、
光
明
台
で
70

代
女
性
が
自
宅
の
庭
で
転
び
左

腕
に
ケ
ガ
を
し
た
。

　

11
月
５
日
夜
、
は
つ
が
野
で

80
代
女
性
が
転
ん
で
右
足
に
ケ

ガ
を
し
た
。

　

11
月
５
日
朝
、
青
葉
台
で
90

代
女
性
が
ベ
ッ
ド
か
ら
転
落
し

腰
に
ケ
ガ
を
し
た
。

　

11
月
９
日
昼
、
室
堂
町
で
70

代
女
性
が
歩
行
中
に
転
び
腰
に

ケ
ガ
を
し
た
。

　

11
月
12
日
昼
、
い
ぶ
き
野
で

80
代
女
性
が
歩
行
中
に
転
び
、

下
あ
ご
と
両
ひ
ざ
に
ケ
ガ
を
し

た
。

　

11
月
５
日
夕
方
、
は
つ
が
野

で
普
通
乗
用
車
が
走
行
中
に
ブ

レ
ー
キ
を
踏
ん
だ
際
、
後
部
座

席
に
乗
車
し
て
い
た
女
児
が
転

倒
し
後
頭
部
に
ケ
ガ
。

　

11
月
３
日
昼
、
伏
屋
町
で
70

代
女
性
が
自
宅
内
で
転
び
左
足

太
も
も
に
ケ
ガ
を
し
た
。

　

11
月
５
日
昼
前
、
の
ぞ
み
野

で
60
代
男
性
が
自
宅
内
で
転
び

頭
と
腰
に
ケ
ガ
を
し
た
。

　

11
月
９
日
朝
、
稲
葉
で
90
代

女
性
が
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て
転

倒
し
左
足
太
も
も
を
骨
折
し
た
。
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左
の
２
つ
の
絵
に
違
う
と
こ
ろ
が
４
か
所
あ
り
ま
す
。

ま
ち
が
い
の
あ
る
コ
ー
ナ
ー
を
記
号
で
答
え
て
下
さ
い
。

　 住所・氏名・電話番号・コメントを記入の上、ハガキまたはＦＡＸ、メールで。 
。抽選で３人にギフト券（千円）を進呈。

あて先＝〒590－0105 堺市南区竹城台３丁 
22番２号、コミュニティ・まちがいさがし係（ＦＡＸ 072・291・5473  
メールhome@community2525.com） 答と当選者発表は１月22日号。

　 　身の回りの 
出来ごとなどホームページと紙面に掲載します。 
　

描いて下さい。１枚でＯＫ 
（ペンネーム可）。採用分にはクオカード進呈。 応募はこちらから

杵はとても重たく大変でしたが、で
きたお餅はとてもおいしく、お雑煮
やきな粉餅にして食べました。（若松
台・N.Aさん）

★12月の始めに大風が吹いて庭の柿の
葉っぱがすっかり落ちてしまいまし
た。柿の実がむき出しになったので
ヒヨドリに横取りされる前に収穫し
ました。（宮山台・N .Tさん）

★去年の漢字は「熊」でした。私は「米」
を予想しました。 米の価格高騰、
米国のトランプ大統領の関税政策な
ど米にまつわる話題が多かった１年
だと思いました。 （いぶき野・H.O
さん）

★本格的な寒さの季節となりました。
80年代ごろは、年に１度ほど積雪の

影響で周回バスの運行が止まること
がありました。足元に気を付けなが
ら泉ケ丘駅まで歩いて出ることがあ
ったことを思い返しました。

　　最近ではコミュニティ誌で見かけ
なくなった「陸の孤島」というフレ
ーズが泉北ニュータウンの代名詞で
した。今の高校生たちには想像もつ
かない風景かもしれませんね。とは
いえ近年は気候変動の影響で日本近
海から供給される水蒸気が増加して
おり、ひとたび雪が降れば、かえっ
て驚くような積雪になるかもしれま
せん。今冬もドカ雪が来ないことを
祈るばかりです。（庭代台・M.Kさん）

★先日、中学校の同窓会があり参加し
ました。２年ごとの９月に行ってい
ますが、今年は万博があったので、
関東在住者がホテルを確保しにくい
ということで11月になりました。そ
れでも参加できない東京在住者は、

スマホのビデオ通話で参加してくれ
ました。たまには関東で開催しよう
ということになり、次回は伊豆あた
りで行うことになりました。次回の
同窓会が楽しみです。（宮山台・T.T
さん）

★パソコンが自動的にWindows11にバ
ージョンアップしたので、新機能の
知識を深め、勉強しようと思い、地
域の講座を受け始めました。新しい
発見がたくさんあり、今後の楽しみ
が増えました。久しぶりに勉強がで
き、うれしく思いました。（伏屋町・
T.Tさん）

★散歩中、突然立ち止まって息子が見
つめる先にいたのは、枯葉のような

ハネのチョウ。寒さで動けなくなっ
ていたので、手を差し出すと登って
来て、その美しいハネを広げてくれ
ました！調べるとどこにでもいるム
ラサキシジミ。

　　成虫でも越冬するらしく１年中見
られるそうです。標本や図鑑でしか
見たことがない私、息子以外の幼児
たちも生きたムラサキシジミに大興
奮でした！最後は光明池緑地の方へ
飛んで行きました。また会えるとい
いなぁ。（鴨谷台・だんさん）



市外局番
おまちがえなく！

こちら情報センターこちらこちら情報センター情報センターなんでもご連絡を こちら情報センター

を読みたい気持ちが強いです。経済
的な理由で本を買うのは難しいため
図書館を利用しています。ただ、本
は重く持ち帰るのが大変なので、館
内で読みたいページをコピーさせて
もらっています。しかし、そのコピ
ー作業もまた一苦労です。ステッキ
が倒れたり、小銭を出すのに手間取
ったり。そんな時、思い切って事務
室の方にサポートをお願いしたとこ
ろ、快くお手伝いいただけました。
　　図書館へはバスで向かうため、移
動には時間がかかります。そのため、
体調と相談しながらの外出になりま
すが、外気に触れられるのはうれし
いですし、何より本が読めることが、
一番の喜びです。（庭代台・T.Kさん）

★物価高をひしひしひしひしと感じ続
ける今年の年末が近づいています。
　どの商品を手にしても「また値上が
り…」が第一声です。年金暮らしに
は身が細る日々です。（原山台・M.H
さん）

★昨日の早朝、赤坂台の宅地内の道路
で車のヘッドライトに照らされたの
は何と丸々と太った子タヌキ。車と

しばらく並走し間もなく側溝に逃げ
込んでしまいました。初めて見まし
たがいるんですねぇ。泉北の豊かな
自然！を実感しました。（赤坂台・
judyさん）

★だんだん年を重ねると、手が乾燥し
て、スマホの操作をしてもなかなか
画面が変わりません。触っているう
ちに「まちがいさがし」の応募まで
できたかどうかわからなくなり、再
度送っているのかもわかりません。
（槇塚台・K.Tさん）

★急に寒くなって肩こりがひどくなり
ました…。（いぶき野・T.Nさん）

★31歳の孫とマージャン対決を約束し
た93歳の祖母の誕生日。来年対決で
きるよう励んでいます！負けたくな
いな～（緑ケ丘・R.Mさん）

★庭代台地域の餅つきに参加しまし
た。小学生４年生の私にとっては、

しいし、物価高なので家計にもとて
も助かっています。

　　また、庭にある柿の木で子どもと
たくさん実を収穫させてもらい、お
土産に持たせてくれる。特別に甘い
柿で、これまであまり食べなかった
子どもも「ほんまや甘い」とにっこ
り。そんなやりとりに触れるたび、
私は感謝の気持ちで心をポカポカに
させながら、日々の活力をいただい
ています。（宮山台・E.Iさん）

★大仙公園にある日本庭園のライトア
ップに行ってきました。とても幻想
的でまるで京都にいるみたいでし
た！（茶山台・チーズさん）

★懐かしい郷里の中学の同級生から荷
物が届きました。開けたら「みかん・
レタス・米・名産のたらいうどん」
が入っていました。長年の友情に感
謝して一粒のお米も無駄にせず食べ
ようと思います。（茶山台・N.Bさん）

★灯油をセルフのスタンドで入れる際
に失敗してビチャーと浴びてしまい
ました。灯油は一瞬で乾いたけれど、
服に付いた臭いは３回洗濯しても１
週間が経っても消えません…。（茶山
台・ちこさん）

★年金生活で要介護の状態ですが、本

★公園潰しの次はクビアカ問題。最近
の共聴アンテナはそればかりでゲン
ナリしています。（いぶき野・S.Sさ
ん）

★泉ケ丘駅の近くのお好み焼き店が閉
店していてびっくりしました。長い
間営業していて私も何度も行ってい
たので少し寂しいです。（宮山台・
M.Tさん）

★「ありがとう」のコーナーが大好き
です。誰かを助けても名乗らず、落
とし物もきちんと届ける人の誠実さ
が凝縮されていることがたくさんあ
り、いつもホッとしています。（槇塚
台・Y.Tさん）

★義実家に遊びに行くと、畑で育てた
野菜をたくさんいただきます。おい

（竹城台・M.Kさん）



　自宅などで不用となった品物の
交換の場を当社の玄関前と横の通
路に、専用棚で提供しています。
品物の持ち帰りは自由です。

◆大人用の紙おむつ（Ｌサイズ、30枚入
り、２つあり）を無料で取りに来られ
る方に譲ります。
 （槇塚台・くわちゃん ☎070-2316-3144）
◆洋服タンス（幅80×奥行54×高さ
167cm、美品）を無料で取りに来られ
る方に譲ります。
 （槇塚台・うえさん kohikans@yahoo
 .co.jp）

◆１ドア冷蔵庫（幅43.9×奥行47×高
さ51cm、美品＜３年前に購入＞、取
説あり）と高齢者用の押し車をまと
めて1000円で取りに来られる方に譲
ります。
 （御池台・中村 ☎072-298-1880）
◆ひな人形セット（五人飾り＜男雛・女
雛・三人官女、その他飾り付き＞、ガラ
スケース＜幅77×奥行48×高さ47cm、
オルゴール付き＞）を無料で取りに来
られる方に譲ります。毛布とヒモで
まとめ、一人でも運べる状態でお渡
しします。
 （庭代台・山本 ☎080-3853-8832）
◆デアゴスティーニの昭和タイムズ
（全64号セット）を１万8000円で取り
に来られる方に譲ります。
 （御池台・グッチー ☎090-4564-7971）
◆クリスマスツリー（高さ約110cm、
飾り・電飾付き）を無料で

 ▷キックボード（幅95cm、大人も使
用可能）を1000円で

 いずれも譲ります。受け渡しは要相
談。
 （御池台・らみ ☎090-7490-0019）

◆24インチ位の自転車（黒色、２台あ
り）を1000円で取りに来られる方に
譲ります。

 （城山台・北村 ☎090-3847-9128＜連
絡は午前中に＞）

◆飾り棚（幅255×奥行50×高さ90cm、
１枚板の３段棚、引き出し４つ、ガラ
ス開き戸の中は２段棚あり、持ち運
ぶのに二人必要）を

 ▷テレビ台（幅83×奥行37×高さ
45cm、引き出し１つ、引き戸１つ）を 
いずれも無料で取りに来られる方に
譲ります。

 （城山台・足立 ☎090-6914-6034）

◆二胡のセット（セミハードケース、松
脂、調子笛、弦＜新品＞付属）を５万円
で取りに来られる方に譲ります。待
ち合わせも可。

 （鴨谷台・カナ kanako_y@hotmail.
com）

◆掛けと敷き布団のセット（未使用、ポ
リエステルと綿）を2000円で

 ▷夏・冬・敷き布団（未使用、シミあ
り）をまとめて2500円で
 ▷敷き布団（未使用、日焼けあり）を
500円でいずれも取りに来られる方
に譲ります。
 （いぶき野・山下 ☎0725-55-4684）

◆池坊の花器
 ▷御玄猪を１万円で
 ▷一文字を5000円で
 ▷二重生を1000円で
 取りに来られる方に譲ります。
 （緑ケ丘・荒井 ☎0725-24-0992）
◆ルーフラック（自動車用、アルミ製、
幅100×奥行160×高さ12cm、ホワイ
ト、2025年２月購入、美品＜取り付け
のみ＞）を5000円で譲ります。受け渡
しは要相談。御池台まで取りに来る
ことができない場合、泉北ニュータ
ウン内ならお届け可。
 （美木多上・はいちゃん khkhosaka
 9668@gmail.com、☎090-3997-9668）

◆石油ストーブを無料で譲ってくださ
い。取りに伺います。
 （槇塚台・チャッピー ☎070-2316-3144）

◆帝塚山学院泉ヶ丘のコート（モデル
チェンジ後）を5000円で譲ってくだ
さい。取りに伺います。待ち合わせも
可。

 （庭代台・すう gomako12@gmail.
com）

◆光明台幼稚園の制服一式や靴を格安

で譲ってください。取りに伺います。
 （光明台・ワダ s.brothers12@icloud.
com）

◆スキー板（ビンディングつき）を
 ▷スキーストックを
 ▷スキーブーツ（27cm程度）を
 いずれも格安で譲ってください。取
りに伺います。待ち合わせも可。
 （のぞみ野・ぶん ☎080-4823-0904）

◆はしご兼用脚立（180cm＜５段ぐら
い＞）を1000円で譲ってください。取
りに伺います。

 （青葉台・1423 shino1423@icloud.
com）

　品物の受け付けは
　ＱＲコードが簡単。
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和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館

で
は
、
常
設
展
「
上
方
ブ
ロ
マ

イ
ド
―
役
者
絵
と
美
人
画
―
」

を
25
日
ま
で
開
催
し
て
い
る
。

　

25
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
べ

ら
ぼ
う
〜
蔦
重
栄
華
乃
夢
噺
〜
」

の
主
人
公
蔦
屋
重
三
郎
が
活
躍

し
た
時
期
か
ら
少
し
遅
れ
て
上

方
で
も
役
者
絵
が
盛
ん
に
制
作

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今
で

い
う
ブ
ロ
マ
イ
ド
の
よ
う
な
役

割
を
も
っ
た
役
者
絵
や
美
人
画
。

金
や
銀
を
使
っ
た
豪
華
な
浮
世

絵
も
。
当
時
上
方
で
活
躍
し
て

い
た
歌
舞
伎
役
者
や
人
気
の
遊

女
の
色
鮮
や
か
な
浮
世
絵
版
画

約
50
点
を
展
示
。
会
期
中
、
同

館
と
和
泉
市
い
ず
み
の
国
歴
史

館
の
浮
世
絵
を
鑑
賞
し
、
両
館

の
ス
タ
ン
プ
を
そ
ろ
え
た
人
に

特
典
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

　

ま
た
、
10
〜
12
日
の
11
時
〜

と
３
時
〜
は
浮
世
絵
版
画
摺
り

体
験
（
入
館
料
＋
２
０
０
円
）

が
行
わ
れ
て
い
る
。
各
回
定
員

10
人
。
11
日
１
時
か
ら
は
学
芸

員
に
よ
る
展
示
解
説
あ
り
。

　

入
館
料
５
０
０
円
。
高
・
大

生
３
０
０
円
。
中
学
生
以
下
無

料
。
65
歳
以
上
は
２
割
引
き
。

10
時
〜
５
時
（
入
館
は
４
時
半

ま
で
）。
月
曜
休
館
日
。
た
だ
し

12
日
は
開
館
、13
日
休
。〔
髙
見
〕

　

つ
む
ぎ
の
会
が
19
日
、
20
日

10
時
〜
５
時
、
泉
ヶ
丘
３
番
街

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ギ
ャ
ラ
リ

ー
で
手
作
り
作
品
展
。
着
物
リ

メ
イ
ク
、
バ
ッ
グ
、
帽
子
、
こ

こ
ろ
画
、
装
飾
小
物
な
ど
。
問

い
合
わ
せ
は
早
川
さ
ん
０
９
０
・

２
３
５
０
・
９
２
２
６

ほ
ど
。
道
案
内
石
柱
を
頼
り
に

遠
く
か
ら
訪
れ
て
く
る
参
詣
客

の
た
め
、
富
蔵
に
は
宿
屋
も
あ

っ
た
と
い
う
。

　

こ
こ
は
尊
星
降
臨
の
霊
場
で
、

除
厄
開
運
を
願
っ
て
行
わ
れ
る

節
分
星
祭
祈
願
は
１
３
０
０
年

以
上
続
い
て
い
る
。
現
在
は
毎

年
２
月
11
日
に
行
っ
て
お
り
、

厄
払
い
を
願
う
多
く
の
参
詣
客

で
に
ぎ
わ
う
。
８
月
16
日
の
万

灯
供
養
も
幻
想
的
な
眺
め
で
お

す
す
め
。

　

す
ぐ
近
く
に
、
フ
ォ
レ
ス
ト

ガ
ー
デ
ン
が
あ
る
。
季
節
ご
と

の
花
や
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
も
楽
し

め
る
の
で
、
散
歩
が
て
ら
立
ち

寄
る
の
も
い
い
か
も
し
れ
な
い
。

 

〔
杉
本
〕

　

　

櫻
井
神
社
前
の
道
を

そ
の
ま
ま
進
み
、「
妙
見
下
」
バ

ス
停
そ
ば
の
四
辻
を
入
っ
て
い

く
。四
辻
に
は
表
示
が
な
い
が
、

四
辻
に
立
つ
と
斜
面
に
掲
げ
ら

れ
た
「
上
神
谷
の
妙
見
さ
ん
」

と
い
う
白
い
ボ
ー
ド
が
見
え
て

い
る
。
バ
ス
停
「
妙
見
下
」
の

前
に
は
フ
ォ
レ
ス
ト
ガ
ー
デ
ン

の
南
口
が
あ
る
が
、
四
辻
を
南

口
と
反
対
側
に
入
る
。

か
ら
鉄
の
宝
鉢
を
持
っ
て
渡
来

し
た
法
道
仙
人
が
こ
の
地
で
大

乗
法
華
経
を
誦そ
ら
んじ
た
時
、
北
極

星
が
童
子
に
化
し
て
姿
を
現
し

た
。
法
道
仙
人
が
そ
の
霊
示
を

受
け
て
妙
見
菩
薩
像
を
刻
み
、

そ
れ
を
祭
っ
た
祠ほ
こ
らが
感
応
寺
の

起
源
と
さ
れ
て
い
る
。

　

一
度
失
わ
れ
た
が
、
江
戸
時

代
初
期
の
１
６
５
８
年
、
堺
の

妙
国
寺
の
日
俊
上
人
を
導
師
と

し
て
再
建
さ
れ
た
。

当
時
は
妙
見
信
仰
が

盛
ん
で
、
大
阪
で
は

北
の
能
勢
妙
見
、
東

の
交
野
市
の
星
田
妙

見
と
並
ぶ
大
阪
三
大

妙
見
と
し
て
信
仰
を

集
め
て
い
た
。
現
存

す
る
寄
進
帳
に
は
豪

商
・
紀
ノ
国
屋
文
左

衛
門
の
名
前
が
あ
る

　

石
造
り
の
立
派
な
鳥
居
が
あ

り
、
神
社
と
見
ま
ご
う
参
道
の

妙
見
山
感
応
寺（
富
蔵
３
８
０
）

は
れ
っ
き
と
し
た
日
蓮
宗
の
寺

で
、「
上
神
谷
の
妙
見
さ
ん
」
と

し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。
妙
見

と
は
北
斗
星
（
北
辰
）
を
神
格

化
し
た
生
ま
れ
年
九
星
の
守
り

神
で
、
国
土
を
守
り
災
害
を
消

滅
す
る
妙
見
大
菩
薩
の
こ
と
。

大
化
元
年
（
６
４
５
年
）、天
竺

⑦

★





●1976年に堺市内で撮影しました。どこの緑道でしょう？ 
「○○台」とお答えください。
●住所・氏名・電話番号と投稿コメントを記入の上、ハガキかファク
スかメールshiryou@community2525.comで。１月13日（火）必着。
●あなたの身の回りの出来事、ホームページや紙面に掲載します。
 コメントはペンネーム可。当選確率もあがります！
●正解者の中から、抽選で３人にギフト券（千円）を
　差し上げます。
●当選発表は本名を掲載します。ご応募の時点で同意
　していただいたとみなします。

応募はこちらから



階
ち
び
っ
こ
広
場
前
に
「
泉
ヶ

丘
農
産
物
直
売
所
」
０
７
２
・

２
９
０
・
０
２
４
３
が
オ
ー
プ

ン
し
た
。

　

「
地
元
の
旬
を
、
ま
る
ご
と

味
わ
う
」
を
テ
ー
マ
に
新
鮮
と

れ
た
て
野
菜
と
果
物
を
中
心
に

販
売
す
る
。
運
営
は
、
泉
州
エ

リ
ア
で
５
店
舗
を
展
開
す
る「
青

果
に
し
だ
」、
和
泉
市
の
フ
ァ
ー

マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
「
葉
菜
の

森
」、
和
歌
山
市
の
ご
当
地
ス
ー

パ
ー
「
食
品
館
サ
ン
キ
ョ
ー
」

の
３
社
に
よ
る
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ

ョ
ン
。

　

店
内
に
は
新
鮮
・
安
心
・
安

全
に
配
慮
し
た
品
が
た
く
さ
ん

並
ぶ
。
地
域
と
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
し
、
店
長
の
奥
野
さ
ん

は
来
店
者
一
人
ひ
と
り
に
丁
寧

に
応
対
。「
ど
っ
ち
の
み
か
ん
が

甘
い
の
？
」
と
い
っ
た
質
問
に

も
分
か
り
や
す
く
答
え
る
。
ま

た
「
作
り
手
を
応
援
し
た
い
」

と
生
産
者
の
募
集
も
行
っ
て
い

る
。「
こ
だ
わ
り
の
農
作
物
を
、

こ
の
店
か
ら
お
客
様
へ
届
け
ま

せ
ん
か
」
と
奥
野
さ
ん
。

　

問
い
合
わ
せ
は
店
頭
、
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
、
ま
た
は
電
話
で

受
け
付
け
て
い
る
（
担
当
・
奥

＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝

 

　

鉢
ヶ
峯
フ
ラ
ワ
ー
農
園
「
コ

ス
モ
ス
館
」
０
７
２
・
２
９
０
・

野
さ
ん
）。
10
時

〜
18
時
・
水
休 

 

〔
元
村
〕

　

泉
ヶ
丘
ひ
ろ
ば
専
門
店
街
１

０
５
０
５
は
、「
ミ
デ
ィ
ト
マ
ト
」

摘
み
取
り
販
売
を
実
施
中
。

　

今
月
末
ま
で
自
分
が
摘
み
取

っ
た
ミ
デ
ィ
ト
マ
ト
を
グ
ラ
ム

単
位
で
購
入
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
と
び
き
り
新
鮮
の
完
熟
ミ

デ
ィ
（
中
玉
）
ト
マ
ト
は
10
グ

ラ
ム
12
円
。
大
玉
ト
マ
ト
の
食

感
と
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
甘
さ
の
両

方
の
特
性
を
も
つ
ミ
デ
ィ
ト
マ

ト
、
大
き
さ
や
完
熟
度
合
い
は

好
み
に
合
わ
せ
て
収
穫
を
。
入

　

マ
ツ
ゲ
ン
泉
北
高
倉
台
店
近

く
に
あ
る
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型

「
ラ
イ
ズ
泉
ヶ
丘
」
０
７
２
・

２
８
４
・
５
７
７
７
は
、
障
害

や
病
気
、
難
病
な
ど
に
よ
り
一

般
就
労
が
難
し
い
人
が
雇
用
契

約
を
結
ば
ず
自
分
の
ペ
ー
ス
で

就
労
訓
練
や
生
産
活
動
に
取
り

組
め
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
。

　

運
営
す
る
の
は
堺
市
を
中
心

に
児
童
発
達
支
援
（
未
就
学
児

対
象
）
な
ど
幅
広
い
福
祉
事
業

を
展
開
す
る
ラ
イ
ズ
グ
ル
ー
プ
。

家
庭
的
で
あ
た
た
か
な
雰
囲
気

の
中
、
ス
タ
ッ
フ
が
一
人
ひ
と

り
に
丁
寧
に
寄
り
添
い
、
定
期

的
に
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
企

画
す
る
。
支
援
員
た
ち
は
、「
で

き
な
か
っ
た
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
姿
を
見
る
の
が
何
よ

り
の
喜
び
」
と
話
す
。「
ゆ
っ
く

り
作
業
し
た
い
」「
日
中
を
楽
し

く
過
ご
し
た
い
」「
生
活
リ
ズ
ム

を
整
え
た
い
」「
人
と
会
話
で
き

る
よ
う
に
な
り
た
い
」
な
ど
、

利
用
者
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
応

じ
た
支
援
を
行
う
。

　

活
動
内
容
は
内
職
作
業
、
家

電
解
体
、
パ
ソ
コ
ン
入
力
、
ア

ク
セ
サ
リ
ー
製
作
な
ど
多
彩
。

支
援
は
、初
め
に
得
意
な
こ
と
、

好
き
な
こ
と
、
楽
し
い
と
感
じ

ら
れ
る
こ
と
、
や
っ
て
み
た
い

こ
と
を
本
人
に
聞
く
こ
と
か
ら

始
ま
る
。
年
齢
制
限
は
な
く
、

体
調
に
合
わ
せ
て
１
日
数
時
間

だ
け
や
週
１
回
か
ら
通
所
も
可

能
で
、
送
迎
に
も
対
応
し
て
い

る
。
将
来
的
に
一
般
就
労
や
就

労
継
続
支
援
Ａ
型
へ
の
移
行
を

目
指
す
人
へ
の
サ
ポ
ー
ト
や
、

通
所
が
難
し
い
人
に
在
宅
支
援

も
。
グ
ル
ー
プ
内
に
は
Ｂ
型
13

拠
点
、
Ａ
型
３
拠
点
が
あ
り
、

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
や
事
業
所
の

変
更
に
も
柔
軟
に
対
応
す
る
。

　

現
在
、
利
用
者
募
集
中
で
、

見
学
や
体
験
は
随
時
受
け
付
け

て
い
る
。
詳
し
く
は
Q
R
コ
ー

ド
か
ら
。 

〔
元
村
〕

園
料
や
予
約
不
要
の
た
め
気
軽

に
利
用
で
き
る
。
レ
ジ
で
受
け

付
け
後
、
カ
ゴ
を
受
け
取
り
、

同
館
横
に
あ
る
専
用
ビ
ニ
ー
ル

ハ
ウ
ス
へ
。
各
自
が
栽
培
さ
れ

て
い
る
ミ
デ
ィ
ト
マ
ト
を
収
穫

後
レ
ジ
で
支
払
い
を
す
る
。
ハ

ウ
ス
内
は
ス
ニ
ー
カ
ー
な
ど
で

の
来
場
が
望
ま
し
い
。
ハ
ウ
ス

内
で
食
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

価
格
の
目
安
は
お
よ
そ
１
つ
30

グ
ラ
ム
と
し
て
10
個
で
３
６
０

円
く
ら
い
。
生
育
状
況
に
よ
り

十
分
な
販
売
量
が
な
い
場
合
も

あ
り
。

　

毎
年
人
気
の
イ
チ
ゴ
の
摘
み

取
り
は
今
年
は
高
温
障
害
に
よ

る
生
育
の
遅
れ
の
た
め
２
月
か

ら
開
始
予
定
。

　

８
時
〜
16
時
。（
１
月
〜
３
月

の
平
日
は
15
時
ま
で
）。
月
休
・

駐
車
場
あ
り
。 

〔
元
村
〕

　

泉
ケ
丘
駅
か
ら
徒
歩
１
分
の

ブ
レ
ッ
ド
ダ
イ
ニ
ン
グ
「
泉
ヶ

丘
グ
ー
テ
」
０
７
２
・
２
９
１
・

０
３
８
５
は
い
つ
で
も
パ
ン
の

い
い
香
り
が
広
が
り
、
焼
き
た

て
パ
ン
が
ず
ら
り
と
並
ぶ
。

　

「
懐
か
し
く
て
、
新
し
い
。

心
と
体
に
や
さ
し
い
パ
ン
」
を

テ
ー
マ
に
す
る
や
さ
し
い
時
間

の
パ
ン
シ
リ
ー
ズ
か
ら
２
種
類

の
新
商
品
が
登
場
。
は
と
麦
、

と
う
も
ろ
こ
し
、
発
芽
玄
米
な

ど
10
種
類
の
雑
穀
が
入
っ
た「
か

ら
だ
想
い
の
10
穀
物
パ
ン
」
１

８
０
円
は
も
っ
ち
り
食
感
と
大

き
さ
に
満
足
。
噛
む
ほ
ど
に
小

麦
の
風
味
と
甘
さ
が
広
が
る
、

弾
力
の
あ
る
生
地
の
「
も
っ
ち

り
紅
は
る
か
ロ
ー
ル
」
１
９
０

円
。
紅
は
る
か
の
上
品
な
甘
み

が
生
地
と
調
和
し
、
ト
ッ
ピ
ン

グ
の
黒
ご
ま
が
ア
ク
セ
ン
ト
。

　

昨
年
か
ら
人
気
の
「
も
っ
ち

り
よ
も
ぎ
自
然
の
甘
み
パ
ン
」

２
１
０
円
。
自
然
由
来
の
よ
も

ぎ
を
練
り
込
ん
だ
や
わ
ら
か
な

生
地
は
、
美
し
い
色
合
い
と
豊

か
な
香
り
が
特
徴
で
、
き
な
粉

シ
ュ
ガ
ー
の
ト
ッ
ピ
ン
グ
が
や

さ
し
い
甘
み
を
添
え
る
。「
や
わ

ら
か
玄
米
パ
ン
」１
７
０
円
は
、

玄
米
の
香
ば
し
さ
と
や
わ
ら
か

な
食
感
が
楽
し
め
る
、
体
に
も

や
さ
し
い
味
わ
い
。
同
店
は
品

質
と
お
い
し
さ
を
第
一
に
安
心

し
て
毎
日
食
べ
た
く
な
る
味
を

届
け
る
。

　

▽
ベ
ー
カ
リ
ー
７
時
半
〜
20

時
▽
レ
ス
ト
ラ
ン
９
時
（
土
日

祝
８
時
）
〜
17
時
（
ラ
ス
ト
オ

ー
ダ
ー
は
16
時
半
） 

〔
元
村
〕



　

か
わ
ち
な
が
の
観
光
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
倶
楽
部
で
は
、
ガ
イ
ド

と
共
に
巡
る
、
初
春
の
ウ
ォ
ー

ク
の
参
加
者
を
募
集
。

　

「
ト
ト
ロ
街
道
を
歩
き
、
七

寺
社
を
巡
る
（
全
６・５
キ
ロ
）」。

28
日
。
９
時
、
南
海
高
野
線
天

見
駅
前
集
合
。
天
見
駅
〜
蟹
井

神
社
〜
安
明
寺
〜
流
谷
・
八
幡

神
社
〜
ト
ト
ロ
街
道
〜
千
早
口

駅
〜
御
所
の
辻
・
地
蔵
堂
〜
薬

師
寺
〜
法
谷
寺
〜
石
仏
寺
〜
美

加
の
台
駅
（
２
時
半
頃
解
散
）。

　

先
着
40
人
。
参
加
費
３
０
０

円
。
飲
み
物
・
弁
当
等
持
参
。

小
雨
決
行
・
荒
天
中
止
。
電
話

申
し
込
み
は
、
19
日
・
20
日
。

共
に
10
時
〜
４
時
。
同
事
務
局

０
７
２
１
・
26
・
７
３
５
３

　　

12
月
８
日
夕
方
６
時
ご
ろ
、

茶
山
台
で
歩
い
て
い
て
つ
ま
ず

い
て
転
び
、頭
を
打
ち
ま
し
た
。

近
く
を
通
り
か
か
っ
た
人
が
救

急
車
を
呼
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し

た
。病
院
で
検
査
し
た
と
こ
ろ
、

こ
ぶ
だ
け
で
し
た
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
茶

山
台
・
坂
本
）

　　

８
月
中
旬
、
パ
ン
ジ
ョ
の
前

の
道
路
を
歩
い
て
い
て
転
び
、

顔
か
ら
出
血
し
ま
し
た
。
車
で

近
く
を
通
り
か
か
っ
た
女
性
が

車
を
降
り
て
き
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
さ
ら
に
男
女
２
人
が
コ

ン
ビ
ニ
で
飲
み
物
を
買
っ
て
き

て
く
れ
、
救
急
車
を
呼
ん
で
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
助
け
て
く
だ

さ
り
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。（
御
池
台
・
大
門
）

★掲載ご希望のサークルは、編集部まで電話下さい。☎ 072・291・2525

　

元
気
な
声
を
響
か
せ
白
球
を

追
う
の
は
「
原
山
台
フ
ァ
イ
ヤ

ー
ボ
ー
イ
ズ
」
の
メ
ン
バ
ー
。

１
９
９
２
年
か
ら
原
山
台
東
小

の
子
ど
も
達
を
中
心
に
活
動
を

続
け
て
い
た
が
、
２
０
１
８
年

に
原
山
台
小
の
チ
ー
ム
「
原
山

台
シ
ャ
ー
ク
ス
」と
統
合
し
た
。

楽
し
い
野
球
が
モ
ッ
ト
ー
。

　

「
失
敗
を
怖
が
ら
ず
、
次
に

つ
な
げ
る
よ
う
に
し
て
い
る
」

と
話
す
の
は
、
代
表
の
多
田
光

男
さ
ん
。
シ
ャ
ー
ク
ス
監
督
時

代
か
ら
43
年
間
、
子
ど
も
達
を

温
か
く
見
守
る
。

　

学
年
関
係
な
く
全
員
が
と
て

も
仲
の
良
い
チ
ー
ム
だ
が
、「
友

達
で
も
ラ
イ
バ
ル
で
あ
る
こ
と

を
意
識
し
て
、
練
習
に
励
む
よ

う
に
指
導
し
て
い
る
」
と
監
督

の
土
居
志
郎
さ
ん
。
自
ら
も
小

学
校
時
代
に
原
山
台
ユ
ニ
オ
ン

ズ
に
所
属
し
て
い
た
。
長
男
が

在
籍
す
る
時
か
ら
監
督
を
続
け
、

現
在
は
６
年
で
キ
ャ
プ
テ
ン
の

茉ま

き

お
輝
生
く
ん
と
共
に
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
立
つ
。
１
年
か
ら
入
部
し

た
茉
輝
生
く
ん
は
、
休
憩
時
間

も
下
級
生
と
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

を
す
る
な
ど
面
倒
見
が
良
く
頼

れ
る
キ
ャ
プ
テ
ン
だ
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
へ
出
入
り
す
る

時
に
一
礼
す
る
な
ど
礼
儀
正
し

い
チ
ー
ム
。
練
習
中
は
、
子
ど

も
達
と
一
緒
に
お
父
さ
ん
コ
ー

チ
達
も
大
き
な
声
で
声
か
け
を

し
て
い
た
。
全
員
が
笑
顔
で
の

び
の
び
野
球
が
印
象
的
だ
っ
た
。

　

土
・
日
・
祝
の
９
時
〜
５
時
、

原
山
ひ
か
り
小
で
。
入
会
費
３

千
円
、
月
会
費

３
千
円
、
年
会

費
千
円
。〔
冨
尾
〕



　
　
　
　
　
　
　
　

12
日
平
城

　
　
　
　
　
　
　
　

京
。
９
時

半
に
近
鉄
奈
良
線
大
和
西
大
寺

駅
北
出
口
横
・
航
空
自
衛
隊
行

き
バ
ス
の
乗
り
場
付
近
集
合
。

雨
天
中
止
。
弁
当
・
水
筒
・
雨

具
・
観
察
用
具
持
参
。
参
加
費

２
０
０
円
（
会
員
１
０
０
円
）。

　

シ
ニ
ア
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
・
サ
ザ
ン
Ｖ
ネ
ッ
ト
が

毎
月
開
催
す
る
「
う
た
ご
え
広

場
」
が
13
日
２
時
〜
４
時
（
受

け
付
け
１
時
半
〜
）、
ビ
ッ
グ
ア

イ
で
開
か
れ
る
。
事
前
予
約
不

要
。
会
費
５
０
０
円
。
入
会
費

３
０
０
円
。
抽
選
で
毎
月
１
人

無
料
参
加
券
進
呈
の
特
典
も
。

先
着
１
５
０
人
。

　

同
広
場
は
、
電
子
ピ
ア
ノ
の

伴
奏
と
歌
唱
指
導
で
、
童
謡
・

唱
歌
・
ロ
シ
ア
民
謡
・
懐
か
し

の
歌
な
ど
を
参
加
者
み
ん
な
で

歌
い
楽
し
む
会
。

　

感
染
症
予
防
の
た
め
、
マ
ス

ク
の
着
用
・
会
場
フ
ロ
ン
ト
で

　

堺
市
立
青
少
年
の
家（
片
蔵
）

で
は
11
日
11
時
〜
４
時
に
新
春

フ
ェ
ア
を
開
催
す
る
。
入
場
無

料
、
予
約
・
参
加
費
が
必
要
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
あ
り
。

　

▽
野
菜
即
売
会
（
売
り
切
れ

次
第
終
了
）、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
、

ミ
ニ
縁
日
▽
着
物
着
付
け
体
験

＝
１
時
、
２
時
、
３
時
、
各
定

員
３
人
。
小
学
４
年
生
以
上
、

要
予
約
で
１
回
５
０
０
円
▽
書

初
め
＝
12
時
45
分
〜
、２
時
〜
、

各
定
員
８
人
。
小
学
生
以
上
、

要
予
約
で
１
回
５
０
０
円
▽
手

作
り
凧
＝
11
時
〜
３
時
、
先
着

20
人
、
小
学
生
以
上
▽
凧
揚
げ

＝
11
時
〜
４
時
、小
学
生
以
上
、

自
分
の
凧
を
持
っ
て
き
て
も
Ｏ

Ｋ
。
雨
天
中
止
▽
ニ
ュ
ー
ス
ポ

ー
ツ
体
験
＝
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
、

11
時
〜
４
時
▽
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
＝

　

南
区
役
所
１
・
２
階
で
２
月

１
日
10
時
〜
３
時
、「
南
区
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

が
開
か
れ
る
。
南
区
を
拠
点
に

活
動
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
の
集
ま
り
「
南
区
さ

　

24
日
、
２
時
か
ら
、
和
泉
市

久
保
惣
記
念
美
術
館
内
久
保
惣

Ei
ホ
ー
ル
で
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

コ
ン
サ
ー
ト
「
ゆ
き
と
こ
ず
え

の
癒
し
の
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

vol.３

音
楽
の
万
博
／
世
界
の
音

楽
を
巡
る
」
が
開
催
さ
れ
る
。

　

世
界
各
国
の
、
聴
き
な
じ
み

の
あ
る
ピ
ア
ノ
独
奏
曲
を
、
曲

の
解
説
を
交
え
な
が
ら
披
露
。

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
『
ト
ル
コ
行
進

曲
』・リ
ス
ト『
愛
の
夢
第
３
番
』・

ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
『
月
の
光
』・
シ

ョ
パ
ン
『
幻
想
曲
』・
平
井
康
三

郎
『
幻
想
曲
さ
く
ら
さ
く
ら
』

他
。
演
奏
は
、
山
本
こ
ず
え
さ

　

さ
く
ら
会
病
院
（
大
阪
狭
山

市
半
田
）
で
31
日
２
時
（
１
時

45
分
開
場
）
〜
、
健
康
教
室
が

開
か
れ
る
。
参
加
無
料
。
要
予

約
。

　

講
演
▽
「
知
っ
て
お
き
た
い

薬
の
話
」
＝
講
師
は
薬
剤
師
▽

「
健
康
づ
く
り
に
お
け
る
身
体

活
動
・
運
動
の
意
義
／
自
宅
で

で
き
る
セ
ラ
バ
ン
ド
体
操
の
紹

介
」
＝
講
師
は
理
学
療
法
士
。

　

申
し
込
み
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://w
w
w
.sakurak.jp/ho 

spital_visiting/helth-class

ま
た
は
電
話
０
７
２
・
３
６
６
・

５
６
７
３
（
月
〜
土
９
時
〜
５

11
時
〜
12
時
半
、
１
時
半
〜
４

時
、
１
回
４
人
（
10
分
）。
問
い

合
わ
せ
は
０
７
２
・
２
９
２
・

０
０
１
０ 

〔
浅
利
〕

か
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
」

を
中
心
に
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
が
楽
し
め
る
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
。
入
場
無
料
。
雨
天
決
行
。

　

昨
年
の
第
１
回
目
は
約
５
０

０
人
が
来
場
し
、
工
作
・
体
験

コ
ー
ナ
ー
な
ど
定
員
を
超
え
る

参
加
が
あ
り
大
盛
況
。
練
習
の

成
果
を
発
表
す
る
ス
テ
ー
ジ
や

バ
ザ
ー
会
場
も
大
盛
り
上
が
り
。

各
グ
ル
ー
プ
の
活
動
に
関
心
を

持
つ
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。「
ま

た
ぜ
ひ
開
催
し
て
ほ
し
い
」
と

の
要
望
に
応
え
る
形
で
、
さ
ら

に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
充
実
し
た

内
容
に
。

　

ダ
ン
ス
・
マ
ジ
ッ
ク
・
楽
器

演
奏
・
合
唱
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ

発
表
、
エ
コ
お
も
ち
ゃ
・
プ
ラ

バ
ン
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
・
ト
ー
ト

バ
ッ
グ
な
ど
の
工
作
コ
ー
ナ
ー
、

読
み
聞
か
せ
、
パ
ネ
ル
展
示
な

ど
。
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
、
バ
ル
ー

ン
ア
ー
ト
も
。
先
着
・
定
員
制

な
ど
詳
細
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
。

ん
（
晴
美
台
）
と
林
ゆ
き
さ
ん
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
は
無
料
だ
が
、

美
術
館
へ
の
入
館
料
（
５
０
０

円
）
は
必
要
。
要
整
理
券
。
全

席
自
由
。
久
保
惣
記
念
美
術
館

０
７
２
５
・
54
・
０
０
０
１

時
）。
定
員
30
人
。 

〔
横
山
〕

展
示
さ
れ
る
総
合
美
術
展
。
今

回
は
、
南
ブ
ロ
ッ
ク
こ
ど
も
会

育
成
協
議
会
の
「
夏
休
み
こ
ど

も
会
作
品
展
」
の
優
秀
作
品
10

点
と
、
ク
ロ
ッ
キ
ー
勉
強
会
展

を
併
設
展
示
す
る
。　

　

同
会
は
「
私
た
ち
の
街
に
、

私
た
ち
の
芸
術
を
」
を
合
言
葉

に
42
年
間
、
泉
北
周
辺
の
プ
ロ

や
ア
マ
チ
ュ
ア
の
芸
術
家
96
人

が
集
ま
っ
て
活
動
し
て
き
た
。

夏
休
み
こ
ど
も
会
作
品
展
に
は

１
９
９
０
年
か
ら
、
絵
画
・
書

道
の
優
秀
作
品
に
「
泉
北
の
美

術
を
育
て
る
会
会
長
賞
」
を
贈

り
、
協
賛
を
続
け
て
い
る
。
ま

た
、
一
般
の
人
も
参
加
で
き
る

ク
ロ
ッ
キ
ー
、
切
り
絵
の
講
習

会
な
ど
も
継
続
し
て
開
催
し
て

い
る
。

　

問
い
合
わ
せ
は
０
７
２
・
２

９
２
・
２
７
６
１　

 

〔
浅
利
〕

　

泉
北
の
美
術
を
育
て
る
会
が

15
〜
18
日
、
泉
ヶ
丘
の
パ
ン
ジ

ョ
ホ
ー
ル
で
「
第
42
回
泉
北
美

術
展
」
を
開
く
。
入
場
無
料
、

10
時
〜
５
時
。
日
本
画
・
洋
画
・

書
道
篆て

ん

刻
・
工
芸
彫
刻
・
写
真

の
５
部
門
の
力
作
80
点
以
上
が

　

（
片
蔵
０
７
２
・

２
９
７
・
０
０
４
３
）
で
９
日

〜
11
日
、
商
売
繁
盛
を
祈
願
す

る
「
に
わ
だ
に
戎え

び
す」
が
行
わ
れ

る
。
本
戎
の
10
日
３
時
半
ご
ろ

か
ら
福
餅
配
布
（
数
に
限
り
あ

り
、
行
列
の
長
さ
に
よ
っ
て
時

間
が
早
ま
る
場
合
あ
り
）。

　

12
日
10
時
（
９
時
半
開
場
）

か
ら
、
ビ
ッ
グ
・
ア
イ
で
「
二

十
歳
の
集
い
」
が
開
か
れ
る
。

　

１
部
は
堺
Ｐ
Ｒ
の
ビ
デ
オ
上

映
、
国
歌
斉
唱
、
市
民
憲
章
本

文
朗
読
、
市
長
・
議
長
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
、
二
十
歳
を
迎
え
た
若

者
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
発
表
な
ど
。

２
部
は
恩
師
か
ら
の
ビ
デ
オ
レ

タ
ー
な
ど
。「
二
十
歳
を
祝
う
会
」

に
つ
い
て
は
各
校
区
に
問
い
合

わ
せ
を
。

手
の
消
毒
。
会
場
内
で
の
椅
子

の
移
動
や
談
笑
禁
止
な
ど
を
遵

守
。
問
い
合
わ
せ
は
金
銅
さ
ん

０
８
０
・
３
８
０
１
・
７
１
５

１　
　
　

 

〔
横
山
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

15
日
10
時
〜
、
栂
文
化
会
館

３
階
講
座
室
で
開
催
。
テ
ー
マ

は
「
江
戸
幕
府
と
柳
生
宗
矩
」。

会
費
７
０
０
円
。
栂
文
化
会
館

０
７
２
・
２
９
６
・
０
０
１
５

問
い
合
わ
せ
は
仲
さ
ん
０
９
０
・

５
８
９
７
・
４
１
８
３

　

堺
市
立
南
図
書
館
で
講
座「
南

区
の
中
世
〜
地
域
ゆ
か
り
の
古

文
書
か
ら
」
を
31
日
２
時
〜
４

時
に
開
催
す
る
。
堺
市
博
物
館

学
芸
員
を
講
師
に
招
き
、
櫻
井

神
社
の
宮
座
に
関
す
る
古
文
書

な
ど
を
紹
介
す
る
。
３
階
ホ
ー

ル
で
、
先
着
60
人
、
事
前
申
し

込
み
制
。
申
し
込
み
は
来
館
か

電
話
で
。
０
７
２
・
２
９
４
・

０
１
２
３

　

０
７
２
・
２

９
５
・
８
２
５

０ 

〔
冨
尾
〕



□

　

　

正
解
は
「
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
」

で
し
た
。
次
の
３
名
に
ギ
フ
ト

券
（
千
円
）
を
進
呈
〈
敬
称
略
〉

▽
三
宅
る
み
（
緑
ケ
丘
）
▽
田

中
直
子
（
宮
山
台
）
▽
大
西
ひ

で
み
（
桃
山
台
）

　
　

正
解
は
「
カ
ン
ジ
ュ
ク
」

で
し
た
。
次
の
３
名
に
ギ
フ
ト

券
（
千
円
）
を
進
呈
〈
敬
称
略
〉

▽
田
中
多
美
子
（
鉢
ヶ
峯
寺
）

▽
辻
中
優
依
（
新
檜
尾
台
）
▽

杉
野
忠
志
（
新
檜
尾
台
）

　

来
週
末
に
発
送
予
定
。

　

い
ず
み
が
お
か
広
場
で
４
月

10
・
11
・
17
・
18
日
に
開
催
さ

れ
る
「
春
の
つ
な
が
る
Ｄ
ａ
ｙ

ｓ
」
の
プ
ラ
ン
ナ
ー
（
広
場
の

使
用
者
）
を
募
集
。
１
月
22
日

締
め
切
り
。
使
用
料
必
要
。

　

「
雑
貨
や
カ
フ
ェ
の
出
展
、

趣
味
の
発
表
、
地
域
を
良
く
す

る
活
動
な
ど
に
挑
戦
す
る
場
と

し
て
、
あ
な
た
も
参
加
し
ま
せ

ん
か
」
と
呼
び
か
け
る
。

　

応
募
条
件
▽
自
ら
の
ア
イ
デ

ア
を
責
任
持
っ
て
実
施
で
き
る

15
歳
以
上
の
個
人
・
団
体
（
18

歳
未
満
の
個
人
・
団
体
は
18
歳

以
上
の
人
の
同
意
書
が
必
要
）

▽
原
則
と
し
て
Ｅ
メ
ー
ル
に
よ

る
連
絡
が
可
能
で
あ
る
こ
と
▽

公
序
良
俗
に
反
す
る
内
容
で
な

い
こ
と
▽
説
明
会
の
い
ず
れ
か

に
参
加
可
能
な
人
。
初
参
加
の

人
対
象
の
面
談
日
①
１
月
31
日

11
時
〜
12
時
、
１
時
〜
６
時
②

２
月
２
日
11
時
〜
２
時
。
参
加

２
回
目
以
降
の
人
対
象
の
合
同

説
明
会
①
１
月
31
日
９
時
〜
10

時
②
２
月
２
日
９
時
〜
10
時
。

　

応
募
詳
細
は
い
ず
み
が
お
か

広
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。
ま
た

応
募
方
法
は
１
月
22
日
ま
で
の

募
集
期
間
中
に
「
申
し
込
み
フ

ォ
ー
ム
」
で
。

　

１
月
19
日
２
時
〜
４
時
に
泉

ヶ
丘
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
４
階
第
７

集
会
室
で
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
展

に
挑
戦
し
た
い
人
向
け
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
と
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
開
催
。参
加
費
無
料
、

託
児
所
付
き
。
申
し
込
み
要
。

　

問
い
合
わ
せ
＝
０
７
２
・
３

５
５
・
３
２
２
５
（
宝
楽
さ
ん
・

長
堂
さ
ん
・
湯
川
さ
ん
）。
Ｅ
メ

ー
ル
：hiroba@

npo-sein.org

、 
https://w

w
w
.izum

igaoka-na 
nkai.com

/hirobadays/

　

18
日
２
時
〜
、
午
後
の
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト
「
ピ
ア
ノ
で
紡
ぐ

　

ロ
シ
ア
の
情
景
」
が
和
泉
市

南
部
リ
ー
ジ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
る
。
演
奏
者
は
谷
村

綾
香
さ
ん
。
谷
村
さ
ん
は
チ
ャ

　
　
　
　
　
　
　

16
日
10
時
〜

　
　
　
　
　
　
　

12
時
、
南
図

書
館
３
階
小
会
議
室
で
。
テ
ー

マ
本
は
エ
ー
リ
ッ
ヒ
・
フ
ロ
ム

作
「
自
由
か
ら
の
逃
走
」。
月
会

費
無
料
。
年
会
費
千
円
。
西
野

さ
ん
０
９
０
・
３
８
４
５
・
２

１
９
２

　

泉
ケ
丘
駅
前
の
ビ
ッ
グ
ア
イ

で
講
演
会「
こ
の
子
た
ち
が〝
自

慢
〞
に
な
る
〜
支
援
の
在
り
方

と
前
提
が
変
わ
る
」
が
、
18
日

２
時
〜
４
時
40
分
に
開
催
さ
れ

る
。

　

登
壇
す
る
の
は
、
先
進
的
な

障
害
者
雇
用
を
実
践
し
て
い
る

日
本
理
化
学
工
業
社
長
の
大
山

隆
久
さ
ん
、
虹
色
ぴ
ー
す
の
木

の
坂
本
千
賀
さ
ん
、
コ
ー
チ
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
新
宅
涼
介
さ

ん
。
参
加
費
は
一
般
３
５
０
０

円
、
子
ど
も
（
中
学
生
ま
で
）

５
０
０
円
。
参
加
申
し
込
み
は

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
。
問
い
合
わ

世
界
へ
」
を
開
催
。
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
津
軽
じ
ょ
ん
か
ら
節
、
津

軽
あ
い
や
節
、
さ
く
ら
さ
く
ら

他
。
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
で

１
３
０
席
、
当
日
先
着
順
。
入

館
料
の
み
要
。一
般
３
１
０
円
、

65
歳
以
上
・
高
大
生
２
１
０
円
。

０
７
２
５
・
46
・
２
１
６
２

　

弥
生
文
化
博
物
館
で
11
日
２

時
〜
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
コ
ン
ア

サ
ー
ト
「
新
春
を
飾
る
和
の
響

き
〜
よ
う
こ
そ
津
軽
三
味
線
の

　
　
　
　
　
　
　
　

18
日
に
京

　
　
　
　
　
　
　
　

都
八
坂
神

社
と
祇
園
。
10
時
に
阪
急
梅
田

駅
・
紀
伊
國
屋
書
店
前
集
合
。

弁
当
・
飲
み
物
持
参
。
無
料
。

雨
天
中
止
。
季
節
を
歩
く
会
０

７
２
・
２
９
４
・
１
７
８
６

イ
コ
フ
ス
キ
ー
記
念
国
立
音
楽

院
で
２
年
間
研
鑽さ

ん

を
積
ん
だ
。

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
で
は「
四
季
」

よ
り
１
月
〝
炉
端
に
て
〞（
チ
ャ

イ
コ
フ
ス
キ
ー
）、「
鐘
」（
ラ
フ

マ
ニ
ノ
フ
）な
ど
を
演
奏
予
定
。

全
席
自
由
５
０
０
円
。
販
売
・

問
い
合
わ
せ
は
同
セ
ン
タ
ー
０

７
２
５
・
92
・
３
８
０
０
。
未

就
学
児
の
入
場
は
遠
慮
を
。

　

豊
田
の
福
徳
寺
（
０
７
２
・

２
９
７
・
１
０
０
７
）
で
18
日

11
時
か
ら
柴さ
い
と
う
お
お
ご
ま

燈
大
護
摩
祈
願
祭

が
行
わ
れ
る
。
雨
天
決
行
。

　

炎
が
上
が
る
護
摩
壇
の
上
を

山
伏
装
束
の
僧
侶
ら
が
歩
い
て

渡
る
「
火
渡
り
」
が
行
わ
れ
、

無
病
息
災
・
諸
願
成
就
を
祈
願

す
る
。
本
堂
で
は
四
国
八
十
八

ヶ
所
霊
場
お
砂
踏
み
も
。
厄
除

け
ぜ
ん
ざ
い
お
よ
び
福
餅
の
お

接
待
は
中
止
。

　

エ
ス
コ
ー
プ
大
阪
が
「
み
ん

な
の
リ
ビ
ン
グ
く
る
り
」（
和
泉

市
伏
屋
町
３

－

７

－

24
、
コ
ン

ビ
ニ
横
）
で
イ
ベ
ン
ト
「
遊
べ

る
折
り
紙
づ
く
り
」
が
16
日
に

行
わ
れ
る
。
10
時
半
〜
１
時
半

の
間
な
ら
い
つ
で
も
Ｏ
Ｋ
。
昼

食
持
参
し
て
ゆ
っ
く
り
す
る
こ

と
も
可
能
。
持
ち
物
、
参
加
費

な
し
。問
い
合
わ
せ
＝
０
７
２
・

２
９
３
・
４
６
６
０

せ
＝kitpas.fr 

iends@
gm
a 

il.com
 〔

浅
利
〕




